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ブルーカーボン生態系と
先導的な取り組み事例

について



カーボンニュートラル
を目指す

 →残余排出を打ち消す

 →吸収・除去技術が必須 

ブルーカーボンに関する国内外の動向



CO2除去技術

大気

  捕捉（Capture）

  貯留（Storage）

ブルーカーボンに関する国内外の動向



ブルーカーボン
大気中の二酸化炭素が海洋生物よって
吸収され，海中に貯留された炭素

ブルーカーボンに関する国内外の動向



桑江ほか（土木学会論文集 2019）を改変

３つの貯蔵場所における残存
海草：約20%
海藻：約10%

３つの貯蔵場所に炭素が長期貯留

ブルーカーボンに関する国内外の動向



様々な大気中CO2の除去技術
ブルーカーボンは社会実装への障壁が少ない？

ICEF 
(2018)
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浅海生態系（マングローブ，湿地・干潟，海草
藻場，海藻藻場）とその他の吸収源との比較

桑江ほか（土木学会論文集 2019）

◆ 既往文献をベース
にデータ解析

◆ 海藻養殖含まず
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ブルーカーボンに関する国内外の動向



◆132万トンCO2/年
◆最新値はじきに公表
◆海藻養殖含まず

藻場が主要な吸収源

桑江ほか（土木学会論文集 2019）

湿地・干潟

海藻藻場 海草藻場
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ブルーカーボンに関する国内外の動向



百万トンC/年
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地球全体における各沿岸生態系の年間吸収量

Kuwae & Hori eds 
(2019)

ブルーカーボンに関する国内外の動向



都市に隣接する沿岸海域ほど，大気中CO2の吸収源

Kuwae et al. (Ambio, 2016)

ブルーカーボンに関する国内外の動向
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Kuwae et al. (Ambio, 2016)

ブルーカーボンに関する国内外の動向



ボランティアベース
の自然再生活動は
持続可能ではない

活動主体に資金が環流する仕組みが必要

◆ 海辺の環境活動（保全，移植，種付けと収穫，清掃，教育
など）は，小規模の市民団体やNPO法人などによって支え
られている場合が多い

◆ 活動の維持や拡大のうえでのボトルネックの1つは資金

◆ 2050年ネットゼロには，税金以外の新たな資金導入，企業
や大規模団体の参画が不可欠

https://yokohama-
kanazawakanko.com/2019/04/01/20190
4event207/

ブルーカーボンに関する国内外の動向



社会実装する
→ヒト・モノ・
カネ・シクミ

ブルーカーボンに関する国内外の動向



・CO2を間接的に削減
・海洋環境改善活動の支援

⇒社会貢献による組織価値
向上

民間企業等
（クレジット購入者）

・活動資金の確保
・社会的認知度の向上

⇒取り組み活性化・持続可
能性の向上

漁業者・市民団体等
（クレジット創出者）

排出量の把握
▼

削減努力
▼

どうしても減らせない
排出量 削減・吸収

ゼロエミ目標 運営事務局

第三者機関
審査認証委員会

カーボンクレジット制度

炭素クレジット

資金

ＪブルークレジットⓇ

カネ・シクミ



対象となるプロジェクト

天然

人工構造物

養殖

ＪブルークレジットⓇ



対象となるプロジェクト

◆「自主的」な活動の結果、吸収量が増加し
たことをBefore-After, Control-Impact 
(BACI)から示されること（ベースライン）

◆クレジット取得により、吸収量維持や拡大
につながること（追加性）

ＪブルークレジットⓇ



調査や算定の手順

◆証拠となり得るのであれば、どのような計測手法
や解析、データでも受け付ける

◆エビデンスの確実性については審査認証委員会で
審議、その結果は認証されるクレジット量に反映

ＪブルークレジットⓇ



国内における自然系クレジット
コンプラ（Jクレ）とボラクレ（Ｊブルークレジット）

カーボンクレジット制度



令和4年度に認証されたプロジェクト

ＪブルークレジットⓇ



Fries et al. (PLOS Clim. 2022)

世界におけるブルカーボン・クレジット
取引概要

規模感は面積ベース、金額ベースでは不可能

カーボンクレジット制度



これまでの認証実績
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サイ
ト数

認証量
（トン
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認証
面積

（ha）

取引単価
（円/トン

CO2）

2020 1 22.8 10.6 >13,157

2021 4 80.4 30.0 72,816

2022 21 3733.1 1100.4 78,063
（一部のみ売買）

ＪブルークレジットⓇ



これまでの認証実績
【場所】
18/22 関西
17/22 太平洋側

【実施者】
18/22 漁協
  9/22 地元団体
9/22 自治体

10/22 民間企業
2/22 大学等

【タイプ】
17/22 海藻
  8/22 海草
9/22 回復

13/22 創出

ＪブルークレジットⓇ



これまでの認証実績
【手法：面積】
22/22 水中写真
12/22 空中ドローン
4/22 音響
3/22 航空写真
3/22 人工衛星

【手法：吸収係数】
2/22   実測
9/22 坪刈り

ＪブルークレジットⓇ





現在購入者公募中！

ＪブルークレジットⓇ



クレジットの活用事例

ＪブルークレジットⓇ

◆クリニックの電力使用によって排出されるCO2をオフセット

医療法人メディスタイル様



クレジットの活用事例

ＪブルークレジットⓇ

当社が購入したクレジットは、当社グループの旭タンカー
株式会社（本社：東京都千代田区以下「旭タンカー」）が
新造し今年3月末に竣工予定の世界初のゼロエミッション
電気推進タンカー"あさひ"（註5）が、造船所のある香川
県丸亀市から給電設備がある神奈川県川崎市まで回航する
際に排出するCO2とオフセットする予定です。今後、本船
は再生可能エネルギー由来の電力を動力源とすることで、
従来型の船と比べて年間約280トン、60％のCO2削減（想
定値）に寄与します。当社は旭タンカーと協力して内航海
運における電気推進船（EV船）の普及に努めます。

商船三井HPより



クレジットの活用事例

ＪブルークレジットⓇ

◆海洋プラごみから作られるオフィスチェアのCO2をオフセット

アイリスチトセHPより



クレジットの活用事例

ＪブルークレジットⓇ

◆イベント開催で排出されるCO2をオフセット



クレジットの活用事例

ＪブルークレジットⓇ

◆イベント開催で排出されるCO2をオフセット



新しい基盤を積極的に活用

◆より多くのCO2を生態系に吸収させる技術開発（質の向上）

◆新たな吸収源の発掘（数量の増加）

https://ja.wikipedia.org/wiki実践版グリーンインフラ（2020）

モノ

ブルーカーボンの将来



○国土交通省では、ブルーカーボン生態系を活用したＣＯ２吸収源の拡大によるカーボンニュート
ラルの実現への貢献や生物多様性による豊かな海の実現を目指し、ブルーカーボンの拡大を
進めるため、「命を育むみなとのブルーインフラ拡大プロジェクト」今年度よりスタートする。

○これまでも浚渫土砂や産業副産物等を活用し、藻場や干潟の造成等に関する取組を進めてき
たが、藻場・干潟等及び生物共生型港湾構造物を「ブルーインフラ※」と位置付け、全国の海へ
拡大することを目指し、市民団体や企業の参加を促進するためのマッチング支援及び普及啓
発等を進める。

「命を育むみなとのブルーインフラの取組事例」

【浚渫土砂の活用】 【防波堤の活用】 【生物共生型港湾構造物の整備】 【リサイクル材の活用】

（山口県徳山下松港・大島干潟） （北海道釧路港） （神奈川県横浜港） （高知県須崎港）

ブルーカーボン生態系による効果

水質浄化
温暖化抑制
（炭素貯留）

生物多様性

様々な環境価値をもたらす

「命を育むみなとのブルーインフラ拡大プロジェクト」について

※ブルーインフラストラクチャー。CO２吸収源対策や生物多様性等の様々な課題の解決に貢献するブルーカ
ーボン生態系及びその生息環境を形成する基盤となるもの。藻場・干潟等及び生物共生型港湾構造物。



除去技術の社会実装・産業化
に向けた方向性（経産省）

https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230628003/20230628003.html

ブルーカーボンの将来



新しい技術を積極的に活用

Watanabe et al.（ICEF, 2023）を改変

ブルーカーボンの将来

CO2
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クラウドコンピューティング
(例 GE engine) 機械学習

リモートセンシング

衛星

航空機

ドローン (UAVs)

水中ロボット (AUVs)

バイオロギング
海中モニタリング

環境DNA
海流モデル

塩生湿地

マングローブ
海草藻場

海藻藻場

海藻養殖

モノ



人間は行動を変えられるのか
その障壁，起爆剤は？

ブルーカーボンの将来

ヒト



2022年度認証
プロジェクト一覧

ＪブルークレジットⓇ
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